
２．掛金充当方法

「退職金ポイント」により掛金を充当

退職金ポイントは元請が電子申請専用サイトで
工事前に一括購入

下請が毎月就労状況報告を元請に電子デー
タで提出、元請が機構に報告、機構が退職金
ポイントを付与

就労実績報告作成ツールはCCUS就業履歴
情報が活用可能

「証紙」により掛金を充当

証紙は元請が工事前に一括購入

下請が毎月就労状況報告を元請に提出、元
請が下請に証紙を交付、各共済契約者が共
済手帳に証紙を貼付

就労実績報告作成ツールはCCUS就業履歴
情報が活用可能

１．元請は、工事ごとに、証紙貼付方式か電子申請方式かを選択（下請にも同じ方式によるよう求める）
公共発注機関は、契約時に提出される書類の種類で元請の選択した方式を確認

※民間工事においても、発注者の関与以外の部分は同様履行強化のための運用のポイント

電子申請方式（現行の証紙との違い） 証紙貼付方式 （見直し後の変更点）

【公共工事における適正履行確保】 令和３年度からの運用強化のポイント①



３．事務の運用

退職金ポイント購入後に電子申請専用サイトで
「掛金収納書（電子版）」発行、元請が40日以
内に発注機関に提出

掛金収納書（電子版）に退職金ポイント購入の
算定根拠を記載

⇒発注機関が算定根拠を確認

元請※がCCUS現場登録・カードリーダー設置
状況を掛金収納書（電子版）に記載
※CCUS登録事業者の場合、CCUS運営協議会申合せの趣旨に則り、
カードリーダー設置等

⇒発注機関が記載内容を確認、必要に応じ
て対応を促す

証紙購入後に金融機関で「掛金収納書」発行、
元請が「掛金収納書提出用台紙」に掛金収納
書を貼り付けて１か月以内に発注機関に提出

掛金収納書提出用台紙に証紙購入の算定根
拠を記載

⇒発注機関が算定根拠を確認

元請※がCCUS現場登録・カードリーダー設置
状況を掛金収納書提出用台紙に記載
※CCUS登録事業者の場合、CCUS運営協議会申合せの趣旨に則り、
カードリーダー設置等

⇒発注機関が記載内容を確認、必要に応じ
て対応を促す

電子申請方式（現行の証紙との違い） 証紙貼付方式 （見直し後の変更点）

①工事契約段階の運用

【参考】「建設キャリアアップシステムの利用促進に関する取組みについて」（令和２年９月８日建設キャリアアップシステム運営協議会総会申合せ）（抄）
登録事業者は、各現場へのカードリーダーの設置やスマートフォン、顔認証の活用、事後の直接入力など、必ず建設技能者が就業履歴を

確実に蓄積できる措置を講じるものとし、国・CCUS運営主体・各団体はこれを徹底するとともに、そのために必要となる取組みを推進する。

【公共工事における適正履行確保】 令和３年度からの運用強化のポイント②



３．事務の運用（つづき）

元請がCCUS就業履歴数と就労状況報告を比
較、就業履歴数が少ない場合に下請に事後
補正を指導

元請が証紙交付の都度、「工事別共済証紙
受払簿」に記録
※令和3年度は元請が準備できしだい、令和4年度全面適用

元請がCCUS就業履歴数と就労状況報告を
比較、就業履歴数が少ない場合に下請に事
後補正を指導

電子申請方式（現行の証紙との違い） 証紙貼付方式 （見直し後の変更点）

②施工中の運用

元請が掛金充当実績と事前購入金額を比較
し「掛金充当実績総括表」を作成、発注機関
に提示
⇒発注機関が記載内容を確認

※CCUS利用状況が低い場合、書類の追加提示を求
め、特に注意して確認
就業履歴数が著しく少ない場合、元請から報告聴取

元請が掛金充当実績と事前購入金額を比較
し「掛金充当実績総括表」を作成、「工事別
共済証紙受払簿」とともに発注機関に提示
⇒発注機関が記載内容を確認

※就業履歴数が著しく少ない場合、元請から報告聴取

電子申請方式（現行の証紙との違い） 証紙貼付方式 （見直し後の変更点）

③工事完成段階の運用

【公共工事における適正履行確保】 令和３年度からの運用強化のポイント③


